
■
デ
ッ
サ
ン
講
座
１

　

「
基
礎
か
ら
の
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
」

　

鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
講
座
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は
、
絵

画
の
基
本
の
デ
ッ
サ
ン
を
鉛
筆
を
使

い
基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。

と
き
▼
８
月　

日�
・　

日�
・　

１１

１８

２５

日�
午
前　

時
〜
正
午
（
全
３
回
）

１０

と
こ
ろ
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
作
実

習
室　

講
師
▼
小
川 
嘉  
也 
（
日
本
画

よ
し 
な
り

家
）　

対
象
▼
中
学
生
以
上　

定
員

▼　

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

２０
せ
ん
）　

参
加
費
▼
３
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
７
月　
１５

日�
必
着
で
、
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
学
年
ま
た
は
年
齢
、
電
話
番
号
、

人
数
（
１
枚
で
２
人
ま
で
応
募
で
き

ま
す
）
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
で
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
デ
ッ
サ
ン
講
座
１
係

（
〒　

‐
０
０
２
６
安
城
市
安
城
町

４４６

城
堀　

／�
〈　

〉６
８
５
３
）
へ

３０

７７

■
子
ど
も
芸
術
創
造
講
座

　

「
夏
休
み
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
」

　

小
学
生
を
対
象
に
造
形
作
品
や
絵

画
作
品
な
ど
を
制
作
す
る
講
座
で
す
。

と
き
▼
８
月
１
日�
・
８
日�
・　
２９

日�
午
前　

時
〜
正
午
（
全
３
回
）

１０

と
こ
ろ
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
作
実

習
室　

講
師
▼
小
西 
雅  
也 
（
画
家
・

ま
さ 
や

造
形
作
家
）　

対
象
▼
小
学
生　

定

員
▼　

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

２５

抽
せ
ん
）　

参
加
費
▼　

円　

申
し

９００

込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
７
月　

日�
１５

必
着
で
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

学
年
、
電
話
番
号
、
人
数
（
１
枚
で

２
人
ま
で
応
募
で
き
ま
す
）
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
で
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
係
（
〒　
４４６

‐
０
０
２
６
安
城
市
安
城
町
城
堀

　

／�
〈　

〉６
８
５
３
）
へ

３０

７７

■
体
験
講
座
「
戦
争
遺
跡
め
ぐ
り
」

―
明
治
航
空
基
地
と
依
佐
美
送
信
所
―

　

太
平
洋
戦
争
末
期
に
造
ら
れ
た
東

端
町
の
明
治
航
空
基
地
跡
と
依
佐
美

送
信
所
を
見
学
し
ま
す
。
お
昼
は
歴

史
博
物
館
で
『
す
い
と
ん
』
を
準
備

し
ま
す
が
、
お
に
ぎ
り
な
ど
弁
当
も

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
８
月
１
日�
午
前
９
時
〜
午

後
４
時　

集
合
・
解
散
▼
同
館
駐
車

場　

講
師
▼ 
神  
谷  
友  
和 
氏
（
本
館
協

か
み 
や 
と
も 
か
ず

議
会
委
員
）　

定
員
▼　

人　

参
加

４０

費
▼
１
人　

円　

申
し
込
み
▼
７
月

１００

９
日�
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
同
館

（�
〈　

〉６
６
５
５
）
へ

７７

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
オ
カ
リ
ナ
・
チ
ェ
ロ
・
ピ
ア
ノ
」

と
き
▼
７
月　

日�
午
後
２
時　

と

１８

こ
ろ
▼
同
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
▼
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 
風
来
慕 

フ
ラ
ウ
ボ

問
い
合
わ
せ
▼
文
化
芸
術
課
（
歴
史

博
物
館
内
／�
〈　

〉６
６
５
５
）

７７

■
市
史
講
座

　

「
資
料
編　
古
代
・
中
世
に
つ
い
て
」

と
き
▼
７
月　

日�
午
後
２
時　

と

１０

こ
ろ
▼
歴
史
博
物
館
講
座
室　

講
師

▼ 
西  
宮  
秀  
紀 
氏
（
愛
知
教
育
大
学
教

に
し 
み
や 
ひ
で 
き

授
）　

問
い
合
わ
せ
▼
市
史
編
さ
ん
室
（
歴

史
博
物
館
内
／�
〈　

〉４
４
７
７
）

７７

　

北
小
里
小
校
区
公
民
館
・
安
城
北

部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
共
催
で
行

わ
れ
ま
す
。
色
鮮
や
か
な
花
が
咲
き

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

と
き
▼
７
月　

日�
午
後
１
時
〜　

１６

１８

日�
正
午
（　

日�
は
午
前
９
時
〜

１７

午
後
４
時
）　

と
こ
ろ
▼
北
部
公
民

館　問
い
合
わ
せ
▼
北
部
公
民
館（�
〈　

〉
９８

３
７
５
１
）

�広報あんじょう　2004.7.1

催
し

講
座

・

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
講
座

「
対
象　

ど
な
た
で
も
」

「
定
員　

特
に
な
し
」

「
費
用　

無
料
」
の
場
合
は

　

記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。
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申し込み・問い合わせ �写真をつけた履歴書と資格証明

書または保育士証を持って児童課へ

歴
史
博
物
館
の
催
し

給　与勤務時間勤務場所職　種
時給１０９０円
通勤割増１日
２００円

午前８時３０分～午後
５時１５分

二本木・
小川保育園

臨　時
看護師

時給９７０円～
通勤割増１日
２００円

午前８時３０分～午後
５時１５分

あ け ぼ の・西
部・城山・錦・
えのき保育園

臨　時
保育士

時給１０５０円
通勤割増１日
２００円

※園によって異なり
ます
平日：午前７時３０分
～８時３０分・午後４
時～６時または７時
土曜日：正午～午後
６時または７時

あ け ぼ の・小
川・二本木・ゆ
たか・みその・
作野保育園

延　長
パート
保育士

時給１２００円
通勤割増１日
２００円

日曜日：午前７時３０
分～午後１時３０分二本木保育園

休　日
パート
保育士

市
史
編
さ
ん
室
の
催
し

朝
顔
展

　今回の改正で新たに対象となる児童がいる人には申請書を
送付します（公務員の人は勤務先で申請してください）。なお、
児童手当は、養育者からの申請がない場合や所得が一定額以
上ある場合は支給されません。（所得制限額は本紙５月１５日号
参照。平成１５年度と１６年度は同額です）
■対象者
①今年度小学校入学（平成９年４月２日～平成１０年４月１日
生まれ）の児童を養育している人
　ただし、平成１６年３月３１日まで、当該児童に係る児童手当
などを受給していた養育者は、改めて手続きする必要はあり
ません。（児童手当は４月以降も引き続き支給されます）
　上記に該当しない養育者で、受給資格がある場合は認定請
求が必要となります。
②今年度小学校２・３年生（平成７年４月２日～平成９年４
月１日生まれ）の児童を養育している人
　現在、児童手当を受給していない養育者は認定請求、また
就学前児童について児童手当を受給している養育者は額改定
請求が必要です。
問い合わせ ▼児童課

児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当のののののののののの支支支支支支支支支支給給給給給給給給給給対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象年年年年年年年年年年齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢がががががががががが、、、、、、、、、、児童手当の支給対象年齢が、
小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校３３３３３３３３３３年年年年年年年年年年生生生生生生生生生生ままままままままままででででででででででにににににににににに拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡大大大大大大大大大大さささささささささされれれれれれれれれれままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた小学校３年生までに拡大されました



　

中
部
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の

人
を
先
生
と
し
て
招
き
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
く
「
ち
ゃ

れ
ん
じ
タ
イ
ム
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
輪
太
鼓
打
々
屋
」
さ
ん
に

よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
で
す
。
和
太
鼓

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

と
き
▼
７
月　

日�
午
後
２
時
〜
３

１７

時　

と
こ
ろ
▼
同
セ
ン
タ
ー
遊
戯
室

問
い
合
わ
せ
▼
中
部
公
民
館（�
〈　

〉
７４

８
５
７
０
）

　

真
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
上
方
落

語
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
の
午
後
５
時
以
降
に
つ
い
て
は
、

申
込
者
以
外
は
入
苑
で
き
ま
せ
ん
。

と
き
▼
８
月　

日�
午
後
６
時
〜
８

２１

時　

と
こ
ろ
▼
丈
山
苑
詩
泉
閣　

出

演
▼ 
桂 

か
つ
ら 
文  
我 
（
平
成　

年
度
芸
術
選

ぶ
ん 
が

１５

奨
、
大
衆
芸
能
部
門
文
部
科
学
大
臣

新
人
賞
受
賞
）、桂
つ
く 
枝 　

定
員
▼

し

　

人
（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
一
般

１００１
０
０
０
円
、
中
学
生　

円
（
入
苑

９００

料
・
呈
茶
代
を
含
む
）　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼
７
月
３
日�
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
丈
山
苑
（�
〈　

〉７
９２

７
８
０
）、歴
史
博
物
館
（�
〈　

〉６
７７

６
５
５
）
へ　

※
申
し
込
み
は
１
回

２
人
ま
で
で
す
。

■
企
画
展
示
会

「
食
虫
植
物
展
〜
快
適
空
間
の
演
出
〜
」

　

ド
ロ
セ
ラ
・
ビ
ナ
タ
、
ピ
ン
ギ
キ

ュ
ラ
、
エ
ー
レ
ル
サ
エ
な
ど
の
珍
し

い
食
虫
植
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
見
慣
れ
な
い
食
虫
植
物
の
不

思
議
な
世
界
を
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

期
間
中
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
前
広
場
で
、

食
虫
植
物
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

と
き
▼
７
月　

日�
ま
で

１９

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
館
展
示
ル
ー

ム問
い
合
わ
せ
▼
デ
ン
パ
ー
ク（�
〈　

〉
９２

７
１
１
１
）

■
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
撮
影
ツ
ア
ー

　

季
節
に
合
わ
せ
、
毎
月
一
番
良
い

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
数
か
所
厳
選
し
、

チ
ョ
ッ
ト
い
い
写
真
を
撮
れ
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
ツ
ア
ー
に
は

「
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
１
台
」
を

お
つ
け
し
ま
す
の
で
、
初
心
者
も
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
７
月　

日�
午
後
１
時　

分

２４

３０

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

丈
山
苑
で
落
語
会

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２
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ス　

講
師
▼ 
鶴  
田  
郁  
夫 
氏　

定
員
▼

つ
る 
た 
い
く 
お

　

組
（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
１
０

２００
０
円
（
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
代

含
む
）
※
入
園
料
、
写
真
現
像
代
別

途　

対
象
機
材
▼
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ

ル
ム
、
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
、
一
眼

レ
フ
、
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

に
つ
い
て
は
パ
ソ
コ
ン
処
理
を
し
ま

せ
ん
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼
当
日
午
前
９
時
か
ら
同
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
（�
〈　

〉７
１
１
２
）
へ
（
電

９２

話
予
約
不
可
）

■
パ
ン
教
室

　

動
物
型

の
あ
ん
パ

ン
と
デ
ン

マ
ー
ク
の

パ
ン
「
デ

二
ッ
シ
ュ
」

を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
７

月　

日�
・　

日�
午
後
１
時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス　

定
員
▼　

人
（
先
着
順
）　

参

４８

加
費
▼　

円
（
入
園
料
別
途
）　

申

５００

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
当
日
午
前

９
時
か
ら
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（�

〈　

〉７
１
１
２
）
へ
（
電
話
予
約
不

９２可
）

■
花
火
大
会

　

７
月　

日�
に
「
ア
イ
シ
ン
夏
祭

１７

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
花
火
大
会

を
中
心
に
シ
ョ
ー
、
出
店
が
並
ぶ
夏

祭
り
で
す
。
午
後
５
時
以
降
は
無
料

で
入
園
で
き
ま
す
。

と
き
▼
７
月　

日�
午
後
６
時　

分

１７

１０

〜
９
時　

※
雨
天
時
は
７
月　

日�
２５

ま
た
は
８
月
１
日�
に
順
延　

※
開

催
順
延
の
お
知
ら
せ⇒

①
当
日
の
Ｃ

Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
午
後
３
時　

分
に
放

５４

送　

②
案
内
電
話
（�
〈　

〉７
６
８

９２

７
）
と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク　

内
容

▼
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
花
火
大
会
な

ど　

そ
の
他
▼
当
日
は
、
準
備
の
た

め
不
思
議
の
森
（
鉄
砲
山
）
が
立
ち

入
り
禁
止
に
な
り
ま
す
。
ま
た
当
日

は
通
常
通
り
開
園
し
ま
す
の
で
、
場

所
取
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
ア
イ
シ
ン
精
機
㈱
西
尾
工

場
な
ど
の
駐
車
場
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
サ
イ
ク
ル
▼
午

後
４
時
〜　

時
の
随
時　

発
着
場
▼

１０

ア
イ
シ
ン
精
機
㈱
西
尾
工
場
正
門

問
い
合
わ
せ
▼
ア
イ
シ
ン
精
機
労
働

組
合
（�
〈　

〉８
８
３
１
）・
デ
ン
パ

２４

ー
ク
（�
〈　

〉７
１
１
１
）

９２

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
就
学
相

談
を
行
い
ま
す
。
対
象
は
、
小
学
校

入
学
前
の
お
子
さ
ん
で
す
。

　

障
害
や
障
害
児
教
育
な
ど
に
つ
い

て
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必

要
で
す
。

と
き
▼
８
月　

日�
・　

日�
午
後

２６

２７

１
時　

分
〜
４
時　

と
こ
ろ
▼
県
西

３０

三
河
総
合
庁
舎
４
階
（
岡
崎
市
明
大

寺
本
町
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
▼
７
月　

日�
ま
で
に
市
教
育
委

２６

員
会
学
校
教
育
課
へ

　

豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
と

農
業
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
、
農
業

や
栽
培
の
基
礎
を
講
義
や
実
習
を
通

じ
て
学
び
ま
す
。

内
容
▼
①
花
き
コ
ー
ス
、
②
野
菜
コ

ー
ス　

と
き
▼
①
８
月　

日�
、
９

２６

月　

日�
、　

月　

日�
の
全
３
回

１６

１０

１４

②　

月　

日�
、
来
年
２
月
２
日�
、

１０

２０

３
月　

日�
の
全
３
回　

と
こ
ろ
▼

１８

①
安
城
市
、
②
碧
南
市　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼
７
月
６
日�
〜　

日
２６

�
に
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
西
三
河
農
林
水
産
事

務
所
農
政
課
（�
０
５
６
４〈　

〉１
２３

２
１
１
）・
県
農
林
水
産
部
農
林
総
務

課
（�
　
〈　

〉６
３
９
６
）・
市
農
務

０５２
９５４

課
へ

デ
ン
パ
ー
ク
の
催
し

入
学
前
就
学
相
談

あ
い
ち
の
農
業
応
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ち
ゃ
れ
ん
じ
タ
イ
ム

「
和
太
鼓
」
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８
月
１
日�
か
ら
各
受
給
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す
。
老
人
（　

歳
・

６９

昭
和
９
年
９
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ

３０

た
人
）・
母
子
家
庭
な
ど
で
左
表
の
所

得
制
限
内
で
対
象
と
な
る
人
に
は
７

月
上
旬
に
申
請
書
を
送
り
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
国
保
年
金
課

に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
同
課
で
受

け
付
け
後
、
新
し
い
受
給
者
証
を
送

り
ま
す
。

※
老
人
医
療
の
本
人
、
母
子
家
庭
等

医
療
の
母
親
（
父
親
）�
老
人
医
療

対
象
配
偶
者
、
老
人
扶
養
親
族
１
人

に
つ
き　

万
円
、
特
定
扶
養
親
族
１

１０

人
に
つ
き　

万
円
（
老
人
医
療
）、　

２５

１５

万
円
（
母
子
家
庭
等
医
療
）
が
上
記

基
準
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
老
人
医
療
の
配
偶
者
及
び
扶
養
義

務
者�
老
人
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き

６
万
円
が
上
記
基
準
額
に
加
算
さ
れ

ま
す
。

■
受
給
者
証
の
再
発
行
が
支
所
、
出

張
所
で
で
き
ま
す

　

乳
幼
児
と
母
子
家
庭
な
ど
の
医
療

費
受
給
者
証
に
つ
い
て
、
住
所
、
氏

名
が
変
わ
っ
た
時
、
ま
た
受
給
者
証

を
紛
失
し
た
時
の
再
発
行
が
桜
井
支

所
、
南
部
支
所
、
北
部
出
張
所
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
▼
国
保
年
金
課

　

平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

１６

納
税
通
知
書
を
７
月　

日�
に
発
送

１５

し
ま
す
。
７
月　

日�
を
過
ぎ
て
も

２３

届
か
な
い
場
合
は
、
国
保
年
金
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
第
１
期

納
期
限
は
、
８
月
２
日�
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
国
保
年
金
課

　

高
齢
受
給
者
証
（
肌
色
）
の
有
効

期
限
が
７
月　

日�
で
切
れ
ま
す
。

３１

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
で
平
成

　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
７
月

１４

１０

１６

１
日
ま
で
に　

歳
に
な
っ
た
人
（
老

７０

人
保
健
法
医
療
受
給
者
を
除
く
）
に

は
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
（
白
色
）

を
７
月
下
旬
に
送
り
ま
す
。
な
お
、

７
月
２
日
以
降
に　

歳
に
な
る
人
に

７０

は
、
誕
生
月
の
下
旬
（
１
日
生
ま
れ

の
人
は
前
月
）
に
送
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
な
ど
で
の
診
療
の
際
は
、

被
保
険
者
証
と
と
も
に
高
齢
受
給
者

証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
▼
国
保
年
金
課

　

国
民
年
金
は　

歳
か
ら
加
入
し
、

２０

　

歳
ま
で
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で

６０す
が
、
所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
で

経
済
的
に
困
難
な
場
合
で
一
定
の
要

件
に
該
当
す
れ
ば
、
本
人
の
申
請
に

よ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
を
半
額
、

あ
る
い
は
全
額
免
除
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
前
年

の
所
得
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
免
除
期
間
は
７
月
ま
た
は
申
請

月
の
前
月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま
で
で

す
。
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
７
月
か
ら
免
除
を
希
望
す
る

人
は
、
８
月
末
ま
で
に
年
金
手
帳
と

印
鑑
を
持
っ
て
、
国
保
年
金
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年
度
申
請
済

み
の
人
も
あ
ら
た
め
て
申
請
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
国
保
年
金
課

　

県
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

地
域
で
運
動
を
中
心
と
し
た
健
康
づ

く
り
活
動
を
行
う
健
康
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
と
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
へ

の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
後

は
市
の
健
康
づ
く
り
事
業
へ
の
協
力

も
お
願
い
し
て
い
く
予
定
で
す
。

研
修
期
間
▼　

月
８
日�
〜　

月　

１０

１２

１４

日�
の
全　

回　

研
修
会
場
▼
あ
い

１０

ち
健
康
プ
ラ
ザ
（
東
浦
町
）　

対
象

▼
県
内
に
在
住
す
る
満　

歳
以
上
の

２０

健
康
な
人
で
、
研
修
終
了
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に
健
康
づ

く
り
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

※
事
前
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
健
康

度
評
価
Ａ
コ
ー
ス
の
受
診
が
必
要　

定
員
▼　

人
（
先
着
順
）　

参
加
費

１００

▼
無
料
。
た
だ
し
、
健
康
度
評
価
受

診
費
用
に
つ
い
て
は
実
費
が
必
要
で

す
。　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

７
月
１
日�
〜　

日�
に
申
込
書

２３

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

と
証
明
写
真
１
枚
を
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
、
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
指
導

者
養
成
グ
ル
ー
プ
（�
０
５
６
２

〈　

〉０
２
１
１
）
へ

８２と
き
▼
７
月　

日�
午
前　

時
〜　

３１

１０

１１

時　

分
、
午
後
１
時
〜
４
時

４５
と
こ
ろ
▼�
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
安

城
店　

問
い
合
わ
せ
▼
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６ 入居時家賃月額間 取 り建  年 住宅名／部 屋 番 号

１５，８００～
３４，６００円３ＤＫＳ５４飛越（明治本町）／Ａ-２０５

���������（����������	
��）

２６，１００～
５１，２００円３ＤＫＨ７前山（堀内町）／３０２

�������（������������）

●募集する住宅●

募集期間中に応募がない場合は、７月２８日�から３０日�まで
先着順に受け付けます。

県
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会

健
康

福
祉

・

老
人
・
母
子
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
証
を
更
新

●老人・母子家庭等の所得制限限度額

母子家庭等医療老人医療
扶養親族
などの数

母親（父親）配偶者及び
扶養義務者本　人

１９２万円６２８万７千円１５９万５千円０人
２３０万円６５３万６千円１９７万５千円１人
２６８万円６７４万９千円２３５万５千円２人
３０６万円６９６万２千円２７３万５千円３人
３４４万円７１７万５千円３１１万５千円４人
３８２万円７３８万８千円３４９万５千円５人

国
民
健
康
保
険
税
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
を
発
送
し
ま
す

献
血
に
ご
協
力
を

�

国
民
年
金
保
険
料
免
除
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
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　この時期は、海や山のレジャーシーズンを迎え、行
楽に向かう交通量が増加し、人々の夜間における活動
も一層盛んとなり、飲酒運転や無謀運転による交通事
故が心配されます。
　また、夏を迎え、暑さや開放感から注意力が散漫に
なり、特に若者や高齢者、子どもたちの交通事故の危
険性も高まります。
　このため、この時期にあわせて、次のような重点項
目をかかげ、夏の交通安全運動を展開します。

������������
��������

○若者の無謀運転をなくそう
○高齢者と子どもを交通事故から守ろう
○飲酒運転を追放しよう

問い合わせ◆市民安全課

��������	
��

問い合わせ◆青少年の家

　暴走族は、強い犯罪集団性を持ち、治安的にも、ま
た、将来を支える青少年の健全育成の面からも大きな
社会問題となっています。市民と事業者の皆さんが一
体となって地域ぐるみで暴走族のいないまちづくりを
推進し、青少年の健全育成に努めましょう。

暴走を「しない」「させない」「見に行かない」
～暴走族　なくして住みよい　まちづくり～

�����������
��������	
�

非行の芽　はやめにつもう　みな我が子
　本市は、昭和５７年に「青少年をすこやかにはぐくむ
都市」を宣言し全市民的な運動を繰り広げています。
　地域ぐるみで青少年の非行防止に取り組みましょう。

前
９
時
〜
午
後
５
時　

受
付
場
所
▼

同
課　

※
申
し
込
み
で
き
な
い
人
も

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
同
課
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。　

分
譲
地
の
面
積

▼
北
部�
　

・　
�
〜　

・　
�
、

１３２

２９

３１８

１０

作
野�
　

・　
�
〜　

・　
�
　

分

１９５

９９

２４６

２７

譲
価
格
▼
北
部�
１
６
２
９
万
９
千

円
〜
３
４
７
９
万
円
、
作
野�
２
３

６
３
万
６
千
円
〜
２
９
７
９
万
８
千

円　

問
い
合
わ
せ
▼
区
画
整
理
１
課

　

市
税
滞
納
処
分
の
た
め
電
話
加
入

権
を
公
売
し
ま
す
。
希
望
者
は
入
札

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
７
月　

日�
午
後
１
時　

分

２８

３０

※
１
時　

分
か
ら
入
札
説
明
を
行
い

２０

ま
す
。　

と
こ
ろ
▼
市
役
所
第
７
会

議
室　

公
売
予
定
本
数
▼
２
本
程
度

※
代
理
の
人
が
入
札
す
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
納
税
課

　

受
験
願
書
を
、
市
下
水
道
管
理
課

（
市
役
所
西
庁
舎
）
で
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

試
験
日
▼　

月　

日�
　

と
こ
ろ
▼

１１

１１

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
（
名
古
屋
市

国
際
展
示
場
）　

願
書
配
布
期
間
▼

７
月　

日�
〜　

日�
　

受
付
期
間

１２

２８

▼
７
月　

日�
〜　

日�
（
土
・
日

１４

３０

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
同
課
へ

問
い
合
わ
せ
▼
市
下
水
道
管
理
課

愛
知
県
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

電
話
加
入
権
を
公
売

�

　誰かに伝えたい想い、かなえてほしい願いごとを詞
にしてください。審査のうえ選ばれた詞をもとに、安
城市出身のミュージシャン、
 iyiyim が曲をつけ、素敵な七

イーム

夕のうたを創ります。
※著作権は安城七夕まつり協
賛会に帰属します。
対象�市内在住
申し込み・問い合わせ�様式は自由。７月１２日�まで
に、住所、氏名、電話・ファクス番号を記入のうえ、
郵送、ファクスまたはメールで市商工課（〒４４６‐８５０１
安城市桜町１８‐２３／�〈７４〉６７８９／Ｅメール shoko@
city.anjo.aichi.jp）へ

　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

内
遺
跡
発
掘
調
査
作
業
員
を
募
集
し

ま
す
。
採
用
さ
れ
た
人
は
、
名
簿
登

録
し
、
必
要
に
応
じ
て
作
業
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員
▼　

人
程
度　

対
象
▼
満

１０

　

歳
以
上　

歳
未
満
（
高
校
生
を
除

１８

６１

く
）
で
健
康
な
人　

勤
務
の
内
容
▼

遺
跡
の
発
掘
作
業　

勤
務
日
時
▼
原

則
と
し
て
火
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
休
憩
１
時
間
）　

賃

金
▼
１
時
間　

円
、
通
勤
手
当
１
日

９６０

１
回　

円　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ

２００

せ
▼
７
月　

日�
ま
で
に
履
歴
書
を

１６

添
え
て
同
セ
ン
タ
ー
（�
〈　

〉４
４

７７

９
０
）
へ

　

安
城
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の

宅
地
（
保
留
地
）　

区
画
と
安
城
作

１０

野
土
地
区
画
整
理
事
業
の
宅
地
（
保

留
地
）
２
区
画
を
先
着
順
で
分
譲
し

て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
と
資
料
は
、

区
画
整
理
１
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

受
付
期
間
▼
北
部�
８
月　

日�
　

２７

作
野�
７
月　

日�
（
そ
れ
ぞ
れ
土
・

３０

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で
の
午

あなたの詞が、七夕まつりの夜空に響きます

そ

の

他

土
地
区
画
整
理
事
業
の

宅
地
を
先
着
順
に
分
譲

発
掘
作
業
員

みみみみみみみみみみんんんんんんんんんんななななななななななででででででででででつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくるるるるるるるるるるみんなでつくる七七七七七七七七七七夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕ののののののののののううううううううううたたたたたたたたたた七夕のうた
のののののののののの歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌詞詞詞詞詞詞詞詞詞詞をををををををををを募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすすの歌詞を募集します

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２
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■マーメイドパレスからのお願い

①小学３年生までは保護者１人につき２人までの入

場となります。

②オムツなどの必要な乳幼児は入場できません。

③遊具類の持ち込みはできません。備え付けの物を

ご利用ください。

５周年記念イベントのお知らせ

問い合わせ�マーメイドパレス（�〈９２〉７３５１）

５周年記念品を進呈します

■マーメイドパレス特製 巾 着袋
きん

　午前１０時からロビーにて、先着５５５人にプレゼ
ントします。

■風船・アイスクリーム
　正午から、正面玄関でそれぞれ先着５５５人にプ
レゼントします。

　先着５５５人の小学生以下のお子さんに画用紙を
配りますので、夏休みの思い出を絵日記にしてみ
てください。
　後日、皆さんの作品を館内に掲示します。

「こども　夏の思い出展」

　５周年目となる７月２３日�までの総入場者数を
当てていただきます。正解に近い人上位１００人に
素敵な賞品を用意しています。
　下記のヒントを参考に、７月２３日�までに、
マーメイドパレスにある所定の用紙に答えを記入
して、備え付けの箱に直接応募してください。
《ヒント》
・１年間で、もっとも入場者数が多かったのは平
　成１２年。
・平成１２年の年間入場者
　数は２２万９６８３人（うち
　７・８月は１１万５０５人）。
・１００万人達成日は平成
　１５年１１月１６日。

クイズ「５年で入場者は何人？」

■マーメイドパレスへは便利でお得なあんくるバス

　をご利用ください

　南部線「マーメイドパレス」下車

（１日６便／ＪＲ安城駅から約３５分）

とき�７月２４日�　ところ�マーメイドパレス

ごみ焼却施設の余熱を利用したレジャー型　ごみ焼却施設の余熱を利用したレジャー型
温水プールとして平成１１年にオープンした温水プールとして平成１１年にオープンした
マーメイドパレスが５周年を迎えます。マーメイドパレスが５周年を迎えます。
高さ８メートルのウォータースライダー、　高さ８メートルのウォータースライダー、

夏季は屋外にも開放される流水プール、海岸夏季は屋外にも開放される流水プール、海岸
で灯台を見ながら波と遊べる造波プールなどで灯台を見ながら波と遊べる造波プールなど
を備え、１年中楽しめる市民のためのオアシを備え、１年中楽しめる市民のためのオアシ
スとして、これからも、ぜひご利用ください。スとして、これからも、ぜひご利用ください。
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■第１６回市民文芸まつり
　雑詠自作で未発表の短歌・俳句を
募集します。１１月６日�に発表大会
を行います。
●対象　市内在住・在勤・在学の人
または安城文化協会会員
●募集部門　一般（高校生を含む）

▼短歌の部�２首以内　俳句の部�
３句以内　小・中学生 ▼短歌の部�
１首以内　俳句の部�２句以内　
●申し込み・問い合わせ　１部門１
人１枚のはがきに、かい書で、表面
に部門、郵便番号、住所、氏名及び
筆名（ふりがな）、電話番号、性別、
年齢を縦書きで明記し（市外応募資
格者は、学校名・勤務先または文化
協会所属団体名も記入）、裏面に作品
のみを縦書きで正確に大きく記入し

て、７月３１日�（当日消印有効）ま
でに生涯学習課「市民文芸まつり係」
（文化センター内／〒４４６-００４１安城
市桜町１７－１１／�〈７６〉１５１５）へ　
※応募規定に違反した人は失格無効。

■第３７回市民芸能まつり
●とき　１０月２４日�・３１日�
●ところ　文化センターマツバホー
ル
●部門　民謡・舞踊・詩吟・箏曲・
民踊・バレエなど
●申し込み・問い合わせ　７月１０日
�までに生涯学習課へ

■文芸・技芸・趣味の集い
●とき　１０月１５日�～１７日�
●ところ　市民会館、文化センター

●部門　美術・芸能を除く部門
●申し込み・問い合わせ　７月１０日
�までに生涯学習課へ

■第６１回安美展
　公募展です。出品申し込みは９月
２８日�から１０月１０日�までです。詳
細は後日お知らせします。
前期：一般
●とき　１０月３０日�～１１月７日�　
＊１１月１日�・４日�は休館
後期：審査員、委嘱、賛助、招待
●とき　１１月１０日�～１４日�
●ところ　市民ギャラリー
●部門　日本画、洋画、書、写真、
工芸・彫塑の５部門
●問い合わせ　文化芸術課（市民
ギャラリー内／�〈７７〉６８５３）

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

市民の芸術と文化の向上をめざす市民芸術祭。美術・文芸・芸能・技芸など各分野の作品や参加団体を募集します。
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外国語併記の
情報ボックス

※申し込みや問い合わせは、日本語
でお願いします。
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●とき　１０月１５日�～１１月１４日�　●ところ　市民ギャラリー、文化センター、市民会館
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問い合わせ◆衣浦東部広域連合総務課
　　　　　（�〈６３〉０１３１）

衣 浦 東 部 広 域 連 合 ニ ュ ー ス

◆議長に近藤勲氏（刈谷市）、副議長に杉原元司氏を選出◆
平成１６年度第１回衣浦東部広域連合議会臨時会を開催しました。

■救命講習会
普通救命講習会小児・乳児応急手当講習会講習会名

心肺 蘇  生 法、止血法など
そ せい

小児・乳児の心肺 蘇  生 法、ひきつけ、のどに異物が詰まった時の処置
そ せい

内　容

７月２４日�午前９時～正午７月２５日�午前９時～１１時７月１７日�午前９時３０分～１１時３０分と　き
刈谷消防署知立消防署高浜消防署ところ
２０人１５人２０人定　員
７月５日�午前９時から
救急係（�〈２３〉１２９９）へ

７月５日�午前９時から
救急係（�〈８１〉４１４１）へ

７月５日�午前９時から
救急係（�〈５２〉１１９０）へ

申し込み・
問い合わせ

碧南市、刈谷市、安城市、知立市及び高浜市在住、在勤の人でいずれの会場でも受講できます。対　象
※講習修了者には修了証を渡しますが、救命技能維持向上のため、できるだけ２年ごとに講習を受け
てください。
※各消防署では、１０～２０人程度のグループでの講習を随時受け付けています。

備　考

問い合わせ◆衣浦東部広域連合総務課（�〈６３〉０１３１）
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■消防設備士試験
とき ▼９月５日�、９月１２日�　ところ ▼名古屋市
内　試験の種類 ▼甲種・乙種　申し込み ▼７月２６日
�～３０日�に申込用紙を�消防試験研究センター愛
知県支部（�０５２〈９６２〉１５０３）へ郵送または持参して
ください。　 ※申込用紙は７月１２日�から衣浦東部
広域連合消防局予防課・各消防署予防係にてお渡し
します。

■乙種防火管理講習会　
とき ▼８月１８日�午前９時３０分～午後４時３０分　と
ころ ▼碧南消防署　定員 ▼４０人（先着順）　 受講料

▼３，０００円（当日徴収します）　申し込み ▼７月２０日
�～２３日�に、衣浦東部広域連合消防局予防課予防
係、各消防署予防係へ　※申込書は衣浦東部広域連
合消防局ホームページから入手できます。なお、電
話、郵送などによる受け付けは行いません。

衣浦東部広域連合消防局予防課予防係（�〈６３〉０１３６）
（各消防署予防係）安城消防署（�〈７５〉２４５８）、碧南消防署（�〈４１〉２６２３）
刈谷消防署（�〈２３〉１６３９）、知立消防署（�〈８１〉４１４１）、高浜消防署（�〈５２〉１１９０）

　問い合わせ◆

■正副議長＜敬称略＞
●議　　長�近藤　勲（刈谷市）�
●副　議　長�杉原元司（知立市）

■議会運営委員会＜敬称略＞
●委　員　長�成田正規（安城市）　
●副委員長　小嶋克文（高浜市）
●委　　員　磯貝幸雄（碧南市）、西口 俊  文 　　

とし ふみ

　　　　　　（刈谷市）、本多 正  幸 （知立市）
まさ ゆき

■同意された人事＜敬称略＞
●助　　役　　　　　稲垣 健  允 （刈谷市助役）

たけ みつ

●監査委員（議選）　 山口春美（碧南市）

■碧南市、安城市及び高浜市選出の衣浦東部広
域連合議会議員（議席番号順）＜敬称略＞
●山口 春  美 （碧南市）、磯貝 幸  雄 （碧南市）、杉浦

はる み ゆき お

和彦（碧南市）、稲垣茂行（安城市）、江川 松  光 
まつ みつ

（安城市）、永田 敦  史 （安城市）、山本
あつ し

 允 （安城市）、
まこと

成田 正  規 （安城市）、小嶋 克  文 （高浜市）、寺田 正 
まさ のり かつ ふみ まさ

 人 （高浜市）
ひと
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と
き
▼
７
月　

日�
午
後
２
時
〜
９

３１

時
（
雨
天
時
は
８
月
１
日�
に
順
延
）

と
こ
ろ
▼
碧
南
市
役
所
前
通
り
及
び

そ
の
周
辺　

主
な
イ
ベ
ン
ト
▼
元
気

ッ
ス
！
商
店
街
（
午
後
２
時
〜
９
時
）

路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
午
後
４
時

〜
４
時　

分
）

３０

問
い
合
わ
せ
▼
元
気
ッ
ス
へ
き
な
ん

実
行
委
員
会
（
碧
南
市
生
活
課
内
／

�
〈　

〉３
３
１
１
）

４１

　

万
燈
祭
は
、
安
永
７
年
（
１
７
７

８
年
）
か
ら　

年
以
上
の
歴
史
を
誇

２００

る
秋
葉
神
社
の
祭
礼
で
、
県
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
を
「 
新
楽 
」、
２
日
目
を
「 
本 

し
ん
が
く 

ほ
ん

 
楽 
」
と
い
い
、
新
楽
で
は
若
者
た
ち

が
くが

武
者
人
形
を
形
ど
っ
た
「 
万  
燈 
」

ま
ん 
ど

を
担
い
で
市
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

ま
た
、
本
楽
で
は
秋
葉
神
社
の
境
内

で
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

と
き
▼
新
楽�
７
月　

日�
午
後
５

３１

時　

分　

本
楽�
８
月
１
日�
午
後

２０
６
時　

と
こ
ろ
▼
秋
葉
神
社
・
銀
座

周
辺　

問
い
合
わ
せ
▼
刈
谷
市
観
光

協
会
（�
〈　

〉４
１
０
０
）

２３

　

昨
年
、
上
方
落
語
協
会
の
会
長
に

就
任
し
、
落
語
家
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組

の
司
会
な
ど
タ
レ
ン
ト
と
し
て
も
不

動
の
地
位
を
築
い
た
、
桂
三
枝
の
独

演
会
で
す
。
前
売
り
券
を
７
月　

日
３１

�
か
ら
刈
谷
市
民
会
館
及
び
各
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
で
発
売
し
ま
す
。

と
き
▼　

月　

日�
午
後
２
時　

と

１０

３１

こ
ろ
▼
刈
谷
市
民
会
館
ア
イ
リ
ス
ホ

ー
ル　

入
場
料
▼
Ｓ
席
３
０
０
０
円
、

Ａ
席
２
５
０
０
円
（
全
指
定
席
）

問
い
合
わ
せ
▼
刈
谷
市
民
会
館
（�

〈　

〉２
０
７
１
）

２１
　

ア
ジ
ア　

か
国
の
第
一
線
で
活
躍

１１

天
下
の
奇
祭

万
燈
祭

刈谷

す
る　

人
の
漫
画
家
の
作
品
、　

点

１３

８８

を
一
挙
公
開
し
ま
す
。
個
性
豊
か
な

そ
の
持
ち
味
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
期
間
中
、
知
立
市
出
身
の

風
刺
漫
画
の
第
一
人
者
ウ
ノ
・
カ
マ

キ
リ
氏
の
特
別
展
も
開
催
し
ま
す
。

７
月　

日�
に
は
ウ
ノ
氏
が
来
場
し

１７

ま
す
。

と
き
▼
７
月　

日�
〜　

日�
（
月

１７

２５

曜
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時　

※　

日
は
休
館
日
、　

日
は
午

１９

２５

後
３
時
ま
で
。
と
こ
ろ
▼
知
立
市
中

央
公
民
館　

問
い
合
わ
せ
▼
知
立
市

生
涯
学
習
課
（�
〈　

〉１
１
６
５
）

８３

　
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
屋
外
に
福
祉

車
両
や
電
動
カ
ー
ト
の
試
乗
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
る
ほ
か
、
体
に
合
っ
た
福

祉
機
器
の
製
作
な
ど
の
相
談
に
対
応

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

と
き
▼
７
月　

日�
・　

日�
午
前

１０

１１

　

時
〜
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
▼
高
浜
市
い
き
い
き
広
場

問
い
合
わ
せ
▼
い
き
い
き
広
場
内

『
プ
チ
福
祉
機
器
展
』
実
行
委
員
会

事
務
局
（�
〈　

〉９
８
７
３
）

５２

　

お
越
し
の
際
は
、名
鉄
三
河
線（
豊

田
市
駅
）
や
愛
知
環
状
鉄
道
（
新
豊

田
駅
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
い
で
ん
総
踊
り

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲「
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ（
お

い
で
ん
）」の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
１

日
約
1
万
７
５
０
０
人
が
踊
る
大
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
。
約　

店
が
出

１００

店
す
る
夜
店
広
場
も
あ
り
ま
す
。

と
き
▼
７
月　

日�
・　

日�
午
後

２３

２４

６
時　

分
〜
９
時
（
小
雨
決
行
）　

３０

と
こ
ろ
▼
中
心
市
街
地
一
帯　

■
花
火
大
会

　

約
1
万
５
０
０
０
発
の
花
火
が
夜

空
を
彩
り
ま
す
。

と
き
▼
７
月　

日�
午
後
７
時　

分

２５

１０

〜
９
時　

分
（
荒
天
時
は　

日�
に

１０

２６

順
延
）　

と
こ
ろ
▼
矢
作
川
河
畔

（
白
浜
公
園
一
帯
）

問
い
合
わ
せ
▼
豊
田
市
観
光
協
会

（�
０
５
６
５〈　

〉６
６
４
２
）

３４

と
き
▼
前
夜
祭�
７
月　

日�
・　

１０

１１

日�
　

本
祭
り�
７
月　

日�
・　

１７

１８

日�
　

と
こ
ろ
▼
西
尾
市
街
地
周
辺

主
な
イ
ベ
ン
ト
▼
ち
ょ
う
ち
ん
パ
レ

ー
ド
（　

日
午
後
２
時
〜
９
時
、　

１０

１１

日
午
後
２
時
〜
８
時　

分
）�
ア
ニ

２０

メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
装
飾
し
た

ト
ラ
ッ
ク
が
、
西
尾
市
内
外
を
パ
レ

ー
ド　

大
名
行
列
（　

日
午
後
６
時

１７

〜
９
時　

分
）�
江
戸
時
代
そ
の
ま

３０

ま
の
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
総
勢　

人
２００

余
り
の
行
列
に
よ
る
時
代
絵
巻　

市

民
総
踊
り
「
踊
ろ
っ
茶
・
西
尾　

」
!!

（　

日
午
後
５
時
〜
９
時
）�
ア
ッ

１８
プ
テ
ン
ポ
な
テ
ー
マ
曲
に
合
わ
せ
、

た
く
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
趣
向
を
凝

ら
し
た
衣
装
や
踊
り
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
り
ま
す
。
ま
ね
だ
聖
子
の
ラ
イ

ブ
な
ど
も
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼
西
尾
市
商
工
課
（�

０
５
６
３〈　

〉２
１
１
１
）

５６

圏
域
だ
よ
り

圏
域
だ
よ
り

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

お
隣
り
情
報

お
隣
り
情
報

西
三
河
８
市

西
三
河
８
市

西
三
河
８
市

西
三
河
８
市

西
三
河
８
市

西
三
河
８
市

碧
南
市
民
ま
つ
り

元
気
っ
ス
！
へ
き
な
ん

碧南

市
民
会
館
自
主
事
業

「
桂
三
枝

独
演
会
」

刈谷

ア
ジ
ア
漫
画
展

ち
り
ゅ
う

in

〜
生
き
が
い
〜

知立

豊
田
お
い
で
ん
ま
つ
り

豊田

西
尾
ま
つ
り

西尾

プ
チ
福
祉
機
器
展

高浜


